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（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

ア 現状や課題等の認識、及びそれらに対応する設置の趣旨・教育内容 

人口減少、Society5.0 時代、グローバル化の進展など社会が急速に変化する中で、次世代を

切り拓く子どもたちが備えるべき資質・能力もこれまでとは大きく異なり、豊かな創造力を備え、

持続可能な社会の創り手として、社会の形成に参画するための資質・能力を確実に育成していく

ことが重要である。 

子どもたちにこのような力を育成するためには、教師自身が学校教育を取り巻く環境の変化

を前向きに受け止め、デジタル技術を効果的に活用しながら、子ども一人一人の学びを最大限引

き出すことができる力量や、「社会に開かれた教育課程」を通じて探究的な学びを実践できる力

量、教科等横断的な視点で学習内容を組み立てられる力量等を備えることが必要である。 

また、急激に社会が変化する中で、特別支援学級に在籍する児童生徒や、外国にルーツのある

日本語指導が必要な児童生徒、不登校児童生徒等が増加し続けており、子どもの多様な教育ニー

ズに対応した学びを提供できる力の育成が課題となっている。 

加えて、幼児期の就学前教育から小学校教育への円滑な接続や、義務教育学校制度の活用によ

る小中一貫教育の進展、小学校高学年からの教科担任制の導入を踏まえ、子どもの発達の段階を

考慮しながら指導ができる教師がこれまで以上に求められている。 

このように、学校現場を取り巻く環境が変化する中、「令和の日本型学校教育」を担う教師の

育成を先導し、教員養成の在り方自体を変革していくための牽引役としての役割を果たす教員

養成フラッグシップ大学の制度が導入され、本学は令和４年３月に文部科学大臣から指定を受

けた。令和４年度より「ダイバーシティ大阪の諸課題に応え、学習者の学びに寄り添う教師の育

成」をテーマに、先導的な教員養成プログラムや教職科目の研究・開発、成果の展開等に向けた

取組を進めているところである。 

本学は、こうした動きを更に加速させ、教員養成フラッグシップ大学として、先導的・革新的

な教員養成カリキュラムを一体的に展開し、学校種を超えて子どもの発達を踏まえた学校教育

全体を俯瞰した教師に必要な資質・能力を育成するべく、「初等教育教員養成課程」と「学校教

育教員養成課程」を「学校教育教員養成課程」に一本化し、複数免許取得を可能とする体制への

機能強化を図る。また、同課程に「次世代教育専攻」を新設し、そのもとに学習者を中心とした

個別最適な学びを通じて、多様な児童生徒一人一人に寄り添う教員を養成する「教育探究コー

ス」、ICT活用能力の向上及び教育データの利活用力を有する教員を養成する「ICT教育コース」

を置く。さらに、従前の「小中教育専攻」と「中等教育専攻」を１つの専攻に再編し、小学校及

び中学校（一部高等学校）免許の取得を卒業要件とする「教科教育専攻」を置く。加えて、初等

教育教員養成課程の「幼児教育専攻」と「小学校教育専攻昼間コース」を「幼小教育専攻」に一

本化し、そのもとに「幼児教育コース」と「小学校教育コース」を置く。 
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イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析 

地域・社会的動向等の現状把握として、大阪府・大阪市・堺市・豊能地区教育委員会との合同

拡大連携協議会や、同協議会のもとに設置する「大阪教育大学への提言委員会」等の関係組織と

の意見交換を定期的に開催し、「大学改革の方向性」、「養成する人材像とカリキュラム」、「教員

採用試験関係」等について現場の生の声を確認している。加えて近畿圏全体を対象とした教員養

成を展開すべく、大阪府・大阪市・堺市・豊能地区の各教育委員会をはじめ、滋賀県、京都市、

神戸市、和歌山県の各教育委員会とも意見交換を実施し、各教育委員会が直面する課題の把握に

努めており、社会的・地域的な課題等として、「幼小連携」、「児童生徒の多様化（特別支援の需

要拡大）」、「ICTやデータサイエンスの知識・技能の習得」「義務教育学校等複数校種免許への対

応」等が示された。 

【資料１ 近畿地区各教育委員会からの要望書】 

 

ウ 新設学科等の趣旨目的、教育内容、定員設定等 

●入学定員設定の考え方 

令和６年度の改組において、改組後の入学定員を図１のとおり設定する。 

図１：現行と改組後の入学定員（教員養成課程） 

課程・専攻 入学定員 

→ 

課程・専攻 入学定員 

初等教育教員養成課程 １００ 学校教育教員養成課程 ５２０ 

幼児教育専攻 １５ 幼小教育専攻 ６０ 

小学校教育専攻（昼間コース） ４５ 次世代教育専攻 ６０ 

小学校教育専攻（夜間コース） ４０ 教科教育専攻 ３１５ 

学校教育教員養成課程 ４２０ 特別支援教育専攻 ４５ 

小中教育専攻 ２４０ 小学校教育（夜間）５年専攻 ４０ 

中等教育専攻 １３５   

特別支援教育専攻 ４５   

 

入学定員の設定に際しての基本的な考え方としては、①大阪府、大阪市における教員需要の減

少が予想される中においても、各自治体の教員採用見込み人数の一定割合の数を本学が養成・輩

出することを目標にすること、②教員養成フラッグシップ大学としての役割等の発揮の必要性

を踏まえて、大阪府内に留まらず、まずは近畿地方各地域への教員輩出を図ることとし、具体的

には、以下の考え方により各専攻の定員を設定している。 

本改組により、初等教育教員養成課程（入学定員 100人）と学校教育教員養成課程（入学定員

420 人）を一本化し、学校教育教員養成課程を設置するが、近畿圏における教育系大学の設置状

況、卒業生の進路先と想定される近畿圏各教育機関等からの要望等を総合的に勘案し、入学定員

520 人は維持することとした。【資料２ 現行と改組後の専攻・コース毎の募集人数比較】 

幼小教育専攻は、幼児教育専攻及び小学校教育専攻（昼間コース）が前身にあたる。改組後の
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各専攻の募集人員は過去の入試の実績等や就職状況を鑑み、幼小教育専攻は、前身の各専攻の募

集人員を合計したものとしている。 

新たに設置する次世代教育専攻に教育探究コース、ICT教育コースを置き、教育探究コースに

ついては、学習者を中心とする主体的・対話的で深い学びと他者と協働した探究的な学びを通じ

て、児童・生徒を自律的な学習者へと導くための学習指導と生徒指導のあり方を探究し続ける教

員の養成、ICT教育コースについては、初等及び中等教育段階における情報教育の推進を担うと

ともに、学校内の ICT 普及促進、ICT活用による校務効率化や授業開発などの教育課題の発見・

解決や、学習履歴等教育ビッグデータの活用による学校教育の質の向上について、リーダー的役

割を担える教員を養成すべく、「令和の日本型学校教育」に応える本学の教員養成機能の充実・

強化の観点及び進学ニーズ調査の結果から、募集人員については、教育探究コースは 40人、ICT

教育コースは 20 人と設定した。【資料３ 高校生対象ニーズ調査】 

教科教育専攻については、小中教育専攻（募集人員 240人）、中等教育専攻（募集人員 135人）

が前身にあたる専攻である。改組後の募集人員は前身の２専攻の募集人員から新たに設置する

次世代教育専攻の募集人員（60人）を減じ、315人に設定する。 

特別支援教育専攻及び小学校教育（夜間）５年専攻は、前身の各専攻・コースから募集人員の

変更は行わない。 

●学生納付金の設定の考え方

学生納付金の額は、「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」に則り本学が定める「国

立大学法人大阪教育大学授業料その他の費用に関する規程」第２条により、授業料年額 535,800

円、入学料 282,000円としており、近隣の国立大学法人と同額である。 

エ 学生確保の見通し

Ａ．学生確保の見通しの調査結果 

新たに設定する次世代教育専攻の２コースへの進学ニーズを把握するため、令和４年 12 月に

大阪府及び奈良県下の高等学校に在籍する高等学校２年生へのアンケート調査を実施した。ア

ンケートは協力可能と回答いただいた 25校（約 7,000人）を対象に実施した。【資料３ 高校生

対象ニーズ調査】 

結果 25 校（6,278 人）から回答があり、教育探究コースについては、国公立大学への進学希

望者で、興味のある学問領域について「教員養成・教育学・心理学」と回答し、当該コースに入

学したいとした回答が 286人となり、設定した定員の約７倍となった。また ICT教育コースにつ

いては国公立大学への進学希望者で、興味のある学問領域について「教員養成・教育学・情報科

学・データサイエンス」と回答し、当該コースに入学したいとした回答が 81 人となり、設定し

た定員の約４倍となった。本調査結果より、教育探究コースの定員 40 名、ICT 教育コースの定

員 20名は適当であると考える。 
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Ｂ．教育学部の入学志願動向 

教育学部の志願者数について、株式会社リクルートによる「2022 年度入試実態調査」による

と、全国の教育学部の志願者数は、2013 年度の 200,535 人に比して 2022 年度は 163,496 人と

18.5％減となっているが、志願倍率については 4.9 倍と高い水準を維持している。【資料４ 株

式会社リクルート 2022年度入試実態調査】 

Ｃ．中長期的な 18 歳人口の全国的、地域的動向等 

大阪府における 18 歳人口予測について、リクルート進学総研マーケットリポートによると、

2033年度 18 歳人口は 2021年度と比して 86.5％であり、全国平均の 88.9％と比較して人口減少

率は全国平均を上回っている。 

一方、大阪府における大学進学率については、2012年から 2021年にかけて 51.5％から 59.4％

と 7.9％増加しており、全国平均の 5.2％増を上回っており、近隣府県である滋賀県（3.0％増）

京都府（5.8％増）、兵庫県（5.9％増）、奈良県（2.7％増）、和歌山県（4.9％増）と比較しても

大学進学率の増加率が高くなっている。また大学進学者の府外からの流入者についても、流入者

が流出者を上回っており、近隣府県からの入学者も期待できる。 

【資料５ リクルート進学総研マーケットリポート（近畿）】 

【資料６ リクルート進学総研マーケットリポート（全国）】 

Ｄ．競合校の状況 

教育学部を有する近隣大学の学生状況について、競合校となる近畿地区の教員養成系学部を

有する国立大学及び大阪府及び本学に隣接する奈良県香芝市に存する私立３大学の教員養成系

学部の状況を調査した。過去３年間の志願者数については、18 歳人口の減少やコロナ禍の影響

もあり減少傾向ではあるが、志願倍率については、国立大学については、過去３年間平均で 3.80

倍、私立大学については 13.26倍と高い水準を維持している。また定員充足率についても国立大

学については平均で 104.6％、私立大学については 110.1％といずれも 100％を上回っている。 

これらの状況から、本学教育学部においても、現在の定員を維持する 520名の入学定員の学生確

保は十分可能であると考える。 

【資料７ 近畿圏競合校の教育学系大学の受験・入学状況】 

Ｅ．既設学部等の学生確保の状況 

幼小教育専攻、教科教育専攻は、それぞれ幼児教育専攻、小学校教育専攻（昼間コース）、小

中教育専攻、中等教育専攻が前身にあたる。これら専攻・コースの過去６年間（平成 29年度～

令和４年度）の志願倍率は【資料８】のとおり、幼児教育専攻 2.7倍、小学校教育専攻（昼間コ

ース）2.7倍、小中教育専攻 2.3倍、中等教育専攻 2.3倍と高倍率を維持しており優秀な志願者

を多数得ている。また、６年間で大阪府内の 18歳人口が減少する中においても、志願倍率に大

きな増減は認められず、今後さらに 18歳人口が減少することが予想される中においても、受験
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者数の確保を見込むことが出来ることを示している。 

【資料８ 既存教員養成課程の志願倍率】 

 

オ 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

本学では、学生確保に向けて以下の取組を実施している。 

①オープンキャンパス 

本学では毎年７月末にオープンキャンパスを開催し、各課程・専攻・コース別の個別相談会の

ほか、入試アドバイザーによる個別相談会、学生生活、留学等の相談を受け付けるとともに、模

擬授業・学生オーケストラによるミニコンサート等の企画、在学生ガイドによるキャンパスツア

ーの実施等を行い、本学を志望する者や教職に興味のある者に具体的な学びのイメージを持っ

てもらう機会となっている。 

なお、令和４年度には３年ぶりに対面形式でも開催し、オンライン・対面併せて約 4,000 人が

参加した。 

【資料９ 大学 HP_３年ぶりにオープンキャンパスを対面開催】 

 

②進学相談会の実施 

本学入試アドバイザーによる Web 個別相談会を随時実施しているほか、業者主催の学外進学

説明会にも参加し、本学の特色や魅力、入試に関する説明等の情報提供に努めている。 

 

③高校内ガイダンスや出前授業（高校内で実施する模擬授業）の実施 

高校主催の進路指導イベントへの本学教職員の派遣や、出前授業を通して本学での学びをイ

メージしてもらい、教員を目指す受験生の志願者確保に努めている。 

【資料 10 大学 HP_大学見学・模擬授業等について】 

 

④府立高校教職コンソーシアム 

大阪府内の高等学校の校長を中心とする府立高校教職コンソーシアムを結成し、当該コンソ

ーシアムを対象に、高校生育成プログラム「教師にまっすぐ」、出前授業「大教大レッスン」、高

校訪問「大教大キューピッド」、キャンパスガイド「大教大をまるごと体験しよう！」、作文コン

クール 「Leading to the Future」、教師塾「教師の学び舎」等の事業を実施するとともに、メ

ールマガジン「学びの架け橋」を配信している。特に「教師にまっすぐ」では、「教師になりた

い」という夢や志を持つ高校生に対して、夢を大きく膨らませ、志をより確かなものにするため

のプログラムであり、本プログラムの修了により、本学の「大学入学共通テストを課す学校推薦

型選抜（特別枠）」の出願要件を満たすこととし、教師になる意欲の高い学生の確保に努めてい

る。【資料 11 大学 HP_府立高校教職コンソーシアムとの連携】 

 

⑤教師の魅力向上プロジェクト「教師冥利に尽きるエッセイ」 
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全国の教職等経験者から「教師冥利に尽きるエッセイ」を集め、Web特設サイトによる公開等

を通して教師の魅力を発信するとともに、教師をめざす高校生や大学生等のキャリア教育教材

として活用することを目的とする教師の魅力向上プロジェクトを展開している。本学としては

初めてクラウドファンディングを活用した資金調達にも挑戦し、内容は本学 HPにより一般公開

されている。【資料 12 大学 HP_教師の魅力向上プロジェクト「教師冥利に尽きるエッセイ」】 

（２）人材需要の動向等社会の要請

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）

グローバル化、情報化の進展など変化の激しい予測困難な時代が到来し、学校教員においては、

教育のデジタル化や新たなニーズへの対応など、学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受

け止め、探究心を持って自律的に新しい知識・技能を学び続け、子ども一人一人の個別最適な学

び、協働的な学びの充実を通じて、子どもの主体的な学びを支援する伴走者としての役割を果た

すことが求められている。 

このような変化の中、本学は令和４年３月に文部科学省から教員養成フラッグシップ大学の

指定を受け、令和４年度より「ダイバーシティ大阪の諸課題に応え、学習者の学びに寄り添う教

師の育成」をテーマに、先導的な教員養成プログラムや教職科目の研究・開発、成果の展開等に

向けた取組を進めているところである。 

こうした動きを更に加速させ、先導的・革新的な教員養成カリキュラムを一体的に展開し、学

校種を超えて子どもの発達を踏まえた学校教育全体を俯瞰した教師に必要な資質・能力を育成

するべく、「初等教育教員養成課程」と「学校教育教員養成課程」を「学校教育教員養成課程」

に一本化する。 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠

文部科学省「公立学校教員採用選考試験の実施状況について」によると、過去５年間の公立小

学校・中学校の教員採用者数は、資料のとおり推移している。 

【資料 13 全国の公立小学校・中学校・義務教育学校教員の採用選考試験状況】 

平成 29年度と令和３年度を比較すると、小学校・中学校とも受験者数が減少している中、採

用者数は増加している。一方、近畿圏の状況は、受験者数は全国と同様に減少しており、採用者

数については、小学校でわずかに減少しているが、中学校については全国同様増加傾向であり、

全国・近畿圏においても人材需要が高い状況であることが分かる。 

また今後の教員需要について、「令和元年度学校教員統計調査」によると、近畿地方における

本務教員の年齢分布は、60 歳から 54歳の人数については急激に減少しているが、逆にその後は

増加に転じることがわかる。 

【資料 14 公立学校 本務教員年齢分布（令和元年度・地方別）】 

本データをもとに現在の教員の年齢構成から今後 20 年間の定年退職者数の推移予測をまとめ
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た。（定年を 60 歳とする。）その結果、本改組の完成年度である令和９年度以降の定年退職者数

想定について、全国では令和９年度から令和 18年度まで減少傾向であるが、令和 19年度から増

加傾向に転じることが分かる。近畿圏においては令和９年度から令和 11 年度まで減少傾向であ

るが、令和 12 年度から全国に先立ち増加傾向に転じる。このことにより、教員の年齢構造によ

る一時的な採用減少は見られるものの、中長期的視点では教員需要は増加傾向であることがわ

かる。【資料 15 今後の定年退職者推移予測】 

また、本学の向かうべき方向等について学外教育関係者から様々な構成で意見をもらうべく、

大阪府・大阪市・堺市・豊能地区教育委員会との合同拡大連携協議会や、同協議会のもとに設置

する「大阪教育大学への提言委員会」等を開催し、「大学改革の方向性」、「養成する人材像とカ

リキュラム」、「教員採用試験関係」等について現場サイドの生の声を確認している。さらに近畿

圏全体を対象とした教員養成を展開すべく、大阪府・大阪市・堺市・豊能地区の各教育委員会を

はじめ、滋賀県、京都市、神戸市、奈良県、和歌山県の各教育委員会とも意見交換を実施し、各

教育委員会が直面する課題の把握に努め、社会的・地域的な課題等として、「幼小連携」、「児童

生徒の多様化（特別支援の需要拡大）」、「義務教育学校等複数校種免許への対応」等が示されて

いる。併せて「児童生徒を自律的な学習者へと導くための学習指導と生徒指導のあり方を探究し

続ける力」や「ICT やデータサイエンスに関する高度な専門的な知識・技能を修得し、これまで

の学習指導に ICT 活用の理論と方法を効果的に組み合わせる力」を持った教員の養成や、幼少の

接続や義務教育９年間を見通し、小学校における教科担任制や中学校での複数教科を指導でき

る教員の養成を要望されている。 

さらに、新たに設定する次世代教育専攻の２コースへの進学ニーズを把握するため、令和４年

12 月に大阪府下の小中学校 590 校の管理職を対象に、これからの教育現場で特に必要となる資

質・能力についてアンケート調査を実施した。結果 225校から回答があった。具体的には「子ど

もの発達段階や多様性に対応した教育を計画できる力（72.9％」、「子ども一人ひとりの学びの意

欲を引き出すファシリテーション力（70.7％）」、「児童・生徒の主体的な学びを支援する学習指

導を構想する力（63.1％）」、「探究心をもって新しい知識や技能を学ぶ力（60.0％）」、「1人 1台

学習用端末やデジタル教材の活用等 ICT 環境や先端技術を教育現場に最適化する力（61.8％）」

となっており、今回新たに設置する「次世代教育専攻」の養成する人材像に高い関心があること

が分かる。【資料 16 学校長等管理職対象ニーズ調査】 

これらに応えるべく、教員養成フラッグシップ大学として、先導的・革新的な教員養成カリキ

ュラム等を一体的に展開し、学校種を超えて子どもの発達を踏まえた学校教育全体を俯瞰した

教師に必要な資質・能力を教員養成課程全体で育成する今回の組織改革を進めており、本課程に

おいて育成する人材は、社会的、地域的な学校現場の教員重要に応えるものとなっている。 
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大阪教育大学における教員養成の充実に関する要望書 

国立大学法人 

大阪教育大学長 殿 

大阪市においては、令和 12年（2030年）以降の社会を見据え、本市の教育を取り巻

く現状や教育に係るこれまでの取組みの成果と課題を整理した上で、今後４年間に取り

組むべき施策をまとめた「大阪市教育振興基本計画」を令和４年度に新たに策定したと

ころである。そこでは、３つの最重要目標として「安全・安心な教育の推進」、「未来を

切り拓く学力・体力の向上」、「学びを支える教育環境の充実」を定め、いじめ・不登校

への対応、インクルーシブ教育の推進、「主体的・対話的で深い学び」の推進、ICTを活

用した教育の推進等に取り組むこととしている。本市としては、これらの目標の実現に

向け、大阪教育大学とのパートナーシップを一層強化していきたいと考えている。 

大阪教育大学においては、令和６年度に学部と教職大学院の一体的改組を予定してい

るということであるが、まずは現在と同等の教員養成数を維持していただきたい。その

上で以下のような力を備えた教員の養成を要望する。 

1. 学習者を中心とする、主体的・対話的で深い学びと他者と協働した探究的な学び

を通じて、児童生徒を自律的な学習者へと導くための学習指導と生徒指導のあり

方を探究し続ける力。

2. 初等及び中等教育段階における情報教育の推進を担うとともに、学校内の ICT

普及促進、ICT活用による校務効率化や授業開発などの教育課題の発見・解決や、

学習履歴等教育ビッグデータの活用による学校教育の質の向上について、リーダ

ー的役割を担える力。

3. 次世代を切り拓く子どもたちを取り巻く様々な教育課題に対処でき、次世代の

学校教育を牽引する力。

また、大阪市の教育に強い関心を持ち、大阪市での教職を強く希望する人材を養成す

べく、教職コース等を有する高等学校に対する推薦枠の拡充等入試制度の改革にも期待

する。 

 さらに、大阪市と協働した教員の養成・採用・研修等の一体的な改革を図るべく、令

和６年度に運用を開始する合築施設において、学部と教職大学院の有機的な連携・接続

による先取り履修を展開することにより、養成にとどまらず、その後の採用・研修を見

通した、より実体的・具体的な授業実践や課題研究等の展開を期待する。 

併せて、幼小の接続や義務教育９年間を見通し、複数校種・多種教科の免許取得や小

学校における教科担任制への対応、特別支援教育関係免許取得等にも留意いただくよう

要望する。 

令和５年３月 28日 

大阪市教育委員会 

教育長 多田 勝哉 
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大阪教育大学における教員養成の充実に関する要望書 

 

国立大学法人 

大阪教育大学長 様 

 

 これからの学校教育には、新たな時代を担う子どもたちに、変化が激しく予測困難な社会

にあっても、明るい未来を思い描きながら、主体的・協働的な学びを通じて成⾧するための

力を育成することが求められています。 

そのような中、堺市では令和３年２月に「第３期未来をつくる堺教育プラン」を策定

し、堺市のめざす教育像を定めるとともに、５つの基本的方向性と 16 の基本施策を定

め、総合的な学力の育成をはじめ、いじめや不登校等の未然防止、Society5.0の実現に

向けた情報活用能力の育成、多様性を認める教育やインクルーシブ教育等への対応等に

取り組んでいます。 

また、これからの堺の学びとして「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な

充実をめざし、中学校区を 1つの「学校群」と捉え、自立したマネジメントのもと義務

教育９年間を見通したカリキュラムの編成や授業の改善などに取り組んでいます。 

学校教育の充実が求められる中、これらを担う優れた教員の採用、確保が重要となっ

ています。 

 その一方で、本市の教員の年齢構成上、子育て世代が多いことから、出産、育児で長

期休業となる教員の代わりを担う人材の確保が困難な状況となっていることや、特別な

支援を要する児童生徒が増加していることを受け、特別支援教育の専門性の高い教員人

材の確保が課題になっています。 

 そのような中、大阪教育大学において令和６年度に予定されている学部と教職大学院

の一体的改組に際しては、全国的な教師不足の現状も踏まえて、現在と同等規模数での

教員養成を最低限維持することはもとより、地域における教員養成フラッグシップ大学

としての役割を担っていただくことを要望します。具体的には、学習者を中心とする主

体的・対話的で深い学びと他者と協働した探究的な学びを通じて、児童生徒を自律的な

学習者へと導くための学習指導と生徒指導のあり方を探究し続ける力、ＩＣＴやデータ

サイエンスに関する高度な専門的な知識・技能を修得し、これまでの学習指導にＩＣＴ

活用の理論と方法を効果的に組み合わせる力等を身に着け、次世代の学校教育を牽引で

きるような教員の養成を要望します。 

 また、教員の養成・採用・研修等の一体的な充実を図るため、大学においては、学部

と教職大学院の有機的な連携・接続による先取り履修を活用することで、養成に留まら

ず、その後の採用・研修まで見通した、より実体的な授業実践や課題研究等の展開を期

待します。 

併せて、幼小接続や義務教育９年間を見通した小中一貫教育等を充実するため、小学
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校における教科担任制への対応や、中・高等学校での複数教科を指導できるための複数

校種・教科の免許取得、特別支援教育関係免許の取得等にも留意いただきますよう要望

します。 

 

令和５年４月２５日 

堺市教育委員会 

教育長 粟井 明彦 

－学生確保（資料）－5－



－学生確保（資料）－6－



－学生確保（資料）－7－



教 教 セ 第 １ ３ ５ 号 

令和４年１１月１８日 

 

 国立大学法人大阪教育大学 

  学長 岡本 幾子 殿 

 

京 都 市 教 育 長 

稲 田  新 吾 

（公印省略） 

 

 

大阪教育大学における学部と教職大学院の一体的改組に際しての要望について 

 

 

 大阪教育大学におかれては、校種や領域を問わず幅広い知識と実践力を身に付け

るカリキュラムより、豊かな教養と広い視野を持った優れた能力を有する教員を養

成されてきました。 

また、連合教職大学院として、関西大学、近畿大学と連合し、さらに近隣の教育委

員会と連携協力し、実践的指導力を有したストレートマスターを養成するだけでな

く、現職教員を対象に地域や学校における指導的役割を果たしうるスクールリーダ

ーの養成をはじめ、確かな指導理論と応用力を兼ね備えた教員を養成していただい

ており、これら大阪教育大学が進められてきた取組は、大阪だけにとどまらず、日本

の学校教育全体の質の向上に大きく寄与するものであります。 

 令和６年度に予定されている学部と教職大学院の一体的改組においても、教員養

成フラッグシップ大学として、ダイバーシティ教育をベースとした先導的な教員養

成プログラムの開発の構想を進められております。京都市といたしましても、教職

に高い熱意と使命感を持ち、「一人一人の子どもたちを徹底的に大切にする」という

本市の教育理念の下、理論と実践の往還によって培われた実践的指導力により即戦

力として活躍できる教員を育成していただくことを期待します。 

 併せて、幼少の接続や義務教育９年間を見通し、小学校における教科担任制や中

学校での複数教科を指導できるための免許取得、特別支援教育関係免許取得も促進

していただくよう希望します。 
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近畿圏競合校の教育学系⼤学の受験・⼊学状況
国⽴

⼤学名 学部学科 年度 志願者数 ⼊学定員数 ⼊学者数 志願倍率 定員充⾜率
2022 845 230 237 3.67 103.0%
2021 933 230 242 4.06 105.2%
2020 868 230 232 3.77 100.9%
平均 882 230.0 237.0 3.83 103.0%
2022 907 300 327 3.02 109.0%
2021 969 300 322 3.23 107.3%
2020 771 300 323 2.57 107.7%
平均 870 300.0 322.5 2.90 107.5%
2022 576 160 160 3.60 100.0%
2021 697 160 166 4.36 103.8%
2020 771 160 167 4.82 104.4%
平均 681 160.0 164.3 4.26 102.7%
2022 201 50 51 4.02 102.0%
2021 177 50 51 3.54 102.0%
2020 152 50 50 3.04 100.0%
平均 177 50.0 50.7 3.53 101.3%
2022 1,124 255 269 4.41 105.5%
2021 1,251 255 268 4.91 105.1%
2020 1,195 255 264 4.69 103.5%
平均 1,190 255.0 267.0 4.67 104.7%
2022 537 165 171 3.25 103.6%
2021 592 165 171 3.59 103.6%
2020 650 165 170 3.94 103.0%
平均 593 165.0 170.7 3.59 103.4%

近畿地区全⼤学平均 平均 734 193.3 202.3 3.80 104.6%

2022 4,190
2021 4,619
2020 4,407

私⽴
⼤学名 学部学科 年度 志願者数 ⼊学定員数 ⼊学者数 志願倍率 定員充⾜率

2022 2,670 190 220 14.1 115.8%
2021 2,963 190 220 15.6 115.8%
2020 2,564 190 220 15.6 115.8%
平均 2,732 190.0 220.0 14.4 115.8%
2022 1,363 240 275 5.7 114.6%
2021 1,887 240 276 7.9 115.0%
2020 2,893 240 247 12.1 102.9%
平均 2,048 240.0 266.0 8.5 110.8%
2022 3,000 195 194 15.4 99.5%
2021 2,545 195 193 13.1 99.0%
2020 4,373 195 197 22.4 101.0%
平均 3,306 195.0 194.7 17.0 99.8%

近畿地区全⼤学平均 平均 2,299 173.5 190.9 13.26 110.1%

2022 7,033
2021 7,395
2020 9,830

※各数値は各⼤学HPから抜粋

滋賀⼤学 教育学部学校教育教員養成課程

神⼾⼤学 国際⼈間科学部⼦ども教育学科

奈良教育⼤学 教育学部学校教育教員養成課程

京都教育⼤学 教育学部学校教育教員養成課程

志願者数私⽴3⼤学計

志願者数国⽴6⼤学計

和歌⼭⼤学 教育学部学校教育教員養成課程

兵庫教育⼤学 学校教育学部学校教育教員養成課程

教育学部教育学科四天王寺⼤学
（⼤阪府）

⼤和⼤学
（⼤阪府） 教育学部教育学科

教育学部現代教育学科畿央⼤学
（奈良県⾹芝市）
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教員養成課程専攻・コース別受験倍率の推移（H29〜R４）
既存教員養成課程の志願倍率

H29 H30 H31 R2 R3 R4 H29 H30 H31 R2 R3 R4 H29 H30 H31 R2 R3 R4
課す推薦 3 3 3 3 3 3 15 25 14 14 14 12 5.0 8.3 4.7 4.7 4.7 4.0 5.2
前期 12 12 12 12 12 12 31 23 23 28 28 18 2.6 1.9 1.9 2.3 2.3 1.5 2.1

15 15 15 15 15 15 46 48 37 42 42 30 3.1 3.2 2.5 2.8 2.8 2.0 2.7
課す推薦 10 10 10 10 10 10 35 48 65 48 43 37 3.5 4.8 6.5 4.8 4.3 3.7 4.6
課す推薦（特別枠） ー ー ー ー ー 5 ー ー ー ー ー 20 ー ー ー ー ー 4.0 4.0
前期 20 20 20 20 20 20 34 27 54 38 38 40 1.7 1.4 2.7 1.9 1.9 2.0 1.9
後期 15 15 15 15 15 10 29 22 40 23 43 33 1.9 1.5 2.7 1.5 2.9 3.3 2.3

45 45 45 45 45 45 98 97 159 109 124 130 2.2 2.2 3.5 2.4 2.8 2.9 2.7
課す推薦 5 5 5 5 5 5 3 6 5 2 1 1 0.6 1.2 1.0 0.4 0.2 0.2 0.6
前期 20 20 20 20 20 20 60 51 69 62 58 37 3.0 2.6 3.5 3.1 2.9 1.9 2.8
後期 15 15 15 15 15 15 66 58 58 55 37 24 4.4 3.9 3.9 3.7 2.5 1.6 3.3

40 40 40 40 40 40 129 115 132 119 96 62 3.2 2.9 3.3 3.0 2.4 1.6 2.7
85 85 85 85 85 85 227 212 291 228 220 192 2.7 2.5 3.4 2.7 2.6 2.3 2.7
100 100 100 100 100 100 273 260 328 270 262 222 2.7 2.6 3.3 2.7 2.6 2.2 2.7

課す推薦 5 5 7 7 7 7 12 15 12 10 10 13 2.4 3.0 1.7 1.4 1.4 1.9 2.0
前期 30 30 30 30 30 30 34 75 42 35 65 41 1.1 2.5 1.4 1.2 2.2 1.4 1.6
後期 10 10 8 8 8 8 14 27 14 8 27 13 1.4 2.7 1.8 1.0 3.4 1.6 2.0

45 45 45 45 45 45 60 117 68 53 102 67 1.3 2.6 1.5 1.2 2.3 1.5 1.7
課す推薦 5 5 7 7 8 8 18 20 18 20 21 7 3.6 4.0 2.6 2.9 2.6 0.9 2.8
前期 20 20 18 18 17 17 23 38 21 30 22 50 1.2 1.9 1.2 1.7 1.3 2.9 1.7

25 25 25 25 25 25 41 58 39 50 43 57 1.6 2.3 1.6 2.0 1.7 2.3 1.9
課す推薦 5 5 7 7 7 7 25 16 6 21 13 17 5.0 3.2 0.9 3.0 1.9 2.4 2.7
前期 23 23 23 23 23 23 39 33 40 43 40 39 1.7 1.4 1.7 1.9 1.7 1.7 1.7
後期 12 12 10 10 10 10 29 31 23 28 28 12 2.4 2.6 2.3 2.8 2.8 1.2 2.4

40 40 40 40 40 40 93 80 69 92 81 68 2.3 2.0 1.7 2.3 2.0 1.7 2.0
課す推薦 4 4 4 4 4 4 9 16 3 15 15 8 2.3 4.0 0.8 3.8 3.8 2.0 2.8
前期 11 11 11 11 11 11 26 23 18 14 46 17 2.4 2.1 1.6 1.3 4.2 1.5 2.2

15 15 15 15 15 15 35 39 21 29 61 25 2.3 2.6 1.4 1.9 4.1 1.7 2.3
課す推薦 5 5 7 7 7 7 26 21 23 25 27 20 5.2 4.2 3.3 3.6 3.9 2.9 3.8
前期 30 30 28 28 28 28 49 52 48 31 46 35 1.6 1.7 1.7 1.1 1.6 1.3 1.5

35 35 35 35 35 35 75 73 71 56 73 55 2.1 2.1 2.0 1.6 2.1 1.6 1.9
前期 15 15 15 15 15 15 27 36 34 32 24 34 1.8 2.4 2.3 2.1 1.6 2.3 2.1
後期 10 10 10 10 10 10 20 26 35 22 25 38 2.0 2.6 3.5 2.2 2.5 3.8 2.8

25 25 25 25 25 25 47 62 69 54 49 72 1.9 2.5 2.8 2.2 2.0 2.9 2.4
課す推薦 ー ー ー 5 5 5 ー ー ー 12 15 13 ー ー ー 2.4 3.0 2.6 2.7
前期 27 27 27 25 25 25 42 48 47 26 73 37 1.6 1.8 1.7 1.0 2.9 1.5 1.8
後期 8 8 8 5 5 5 5 14 11 14 23 9 0.6 1.8 1.4 2.8 4.6 1.8 2.2

35 35 35 35 35 35 47 62 58 52 111 59 1.3 1.8 1.7 1.5 3.2 1.7 1.9
課す推薦 3 3 3 3 2 2 0 5 2 5 2 2 0.0 1.7 0.7 1.7 1.0 1.0 1.0
前期 7 7 7 7 8 8 16 7 21 5 22 9 2.3 1.0 3.0 0.7 2.8 1.1 1.8

10 10 10 10 10 10 16 12 23 10 24 11 1.6 1.2 2.3 1.0 2.4 1.1 1.6
前期 20 20 20 20 20 20 62 57 90 58 60 80 3.1 2.9 4.5 2.9 3.0 4.0 3.4
後期 10 10 10 10 10 10 37 29 59 32 35 40 3.7 2.9 5.9 3.2 3.5 4.0 3.9

30 30 30 30 30 30 99 86 149 90 95 120 3.3 2.9 5.0 3.0 3.2 4.0 3.6
課す推薦 3 3 3 3 3 3 2 24 12 11 10 11 0.7 8.0 4.0 3.7 3.3 3.7 3.9
前期 7 7 7 7 7 7 21 21 16 12 15 19 3.0 3.0 2.3 1.7 2.1 2.7 2.5

10 10 10 10 10 10 23 45 28 23 25 30 2.3 4.5 2.8 2.3 2.5 3.0 2.9
前期 10 10 10 10 10 10 33 23 19 16 22 17 3.3 2.3 1.9 1.6 2.2 1.7 2.2
後期 5 5 5 5 5 5 25 15 9 27 10 10 5.0 3.0 1.8 5.4 2.0 2.0 3.2

15 15 15 15 15 15 58 38 28 43 32 27 3.9 2.5 1.9 2.9 2.1 1.8 2.5
240 240 240 240 240 240 534 555 555 499 594 524 2.2 2.3 2.3 2.1 2.5 2.2 2.3

課す推薦 3 3 3 3 3 3 9 11 18 9 13 10 3.0 3.7 6.0 3.0 4.3 3.3 3.9
前期 7 7 7 7 7 7 14 14 6 14 19 12 2.0 2.0 0.9 2.0 2.7 1.7 1.9

10 10 10 10 10 10 23 25 24 23 32 22 2.3 2.5 2.4 2.3 3.2 2.2 2.5
課す推薦 4 4 4 4 4 4 10 17 28 16 12 10 2.5 4.3 7.0 4.0 3.0 2.5 3.9
前期 11 11 11 11 11 11 20 23 14 23 18 19 1.8 2.1 1.3 2.1 1.6 1.7 1.8

15 15 15 15 15 15 30 40 42 39 30 29 2.0 2.7 2.8 2.6 2.0 1.9 2.3
課す推薦 3 3 4 4 4 4 17 22 31 29 30 22 5.7 7.3 7.8 7.3 7.5 5.5 6.8
前期 7 7 6 6 6 6 25 13 11 10 9 18 3.6 1.9 1.8 1.7 1.5 3.0 2.2

10 10 10 10 10 10 42 35 42 39 39 40 4.2 3.5 4.2 3.9 3.9 4.0 4.0
前期 10 10 10 10 10 10 28 29 30 18 25 31 2.8 2.9 3.0 1.8 2.5 3.1 2.7
後期 15 15 15 15 15 15 34 36 22 28 43 33 2.3 2.4 1.5 1.9 2.9 2.2 2.2

25 25 25 25 25 25 62 65 52 46 68 64 2.5 2.6 2.1 1.8 2.7 2.6 2.4
課す推薦 ー ー ー 3 3 3 ー ー ー 22 17 17 ー ー ー 7.3 5.7 5.7 6.2
前期 18 18 18 18 18 18 36 36 30 27 37 26 2.0 2.0 1.7 1.5 2.1 1.4 1.8
後期 7 7 7 4 4 4 11 7 10 8 11 3 1.6 1.0 1.4 2.0 2.8 0.8 1.6

25 25 25 25 25 25 47 43 40 57 65 46 1.9 1.7 1.6 2.3 2.6 1.8 2.0
課さない推薦 4 4 4 4 4 4 8 5 6 9 7 11 2.0 1.3 1.5 2.3 1.8 2.8 1.9
前期 6 6 6 6 6 6 16 9 4 4 6 7 2.7 1.5 0.7 0.7 1.0 1.2 1.3

10 10 10 10 10 10 24 14 10 13 13 18 2.4 1.4 1.0 1.3 1.3 1.8 1.5
課す推薦 3 3 3 3 3 3 4 2 1 6 2 4 1.3 0.7 0.3 2.0 0.7 1.3 1.1
前期 7 7 7 7 5 5 7 7 16 11 12 5 1.0 1.0 2.3 1.6 2.4 1.0 1.5
後期 ー ー ー ー 2 2 ー ー ー ー 12 6 ー ー ー ー 6.0 3.0 4.5

10 10 10 10 10 10 11 9 17 17 26 15 1.1 0.9 1.7 1.7 2.6 1.5 1.6
課す推薦 5 5 5 5 5 5 5 14 7 11 7 4 1.0 2.8 1.4 2.2 1.4 0.8 1.6
前期 5 5 5 5 5 5 9 16 17 19 9 17 1.8 3.2 3.4 3.8 1.8 3.4 2.9

10 10 10 10 10 10 14 30 24 30 16 21 1.4 3.0 2.4 3.0 1.6 2.1 2.3
課す推薦 3 3 3 3 3 3 2 7 6 7 8 5 0.7 2.3 2.0 2.3 2.7 1.7 1.9
前期 7 7 7 7 7 7 10 15 8 15 8 9 1.4 2.1 1.1 2.1 1.1 1.3 1.5

10 10 10 10 10 10 12 22 14 22 16 14 1.2 2.2 1.4 2.2 1.6 1.4 1.7
課さない推薦 3 3 3 3 3 3 11 16 9 10 15 13 3.7 5.3 3.0 3.3 5.0 4.3 4.1
前期 7 7 7 7 7 7 19 19 7 20 13 15 2.7 2.7 1.0 2.9 1.9 2.1 2.2

10 10 10 10 10 10 30 35 16 30 28 28 3.0 3.5 1.6 3.0 2.8 2.8 2.8
135 135 135 135 135 135 295 318 281 316 333 297 2.2 2.4 2.1 2.3 2.5 2.2 2.3
420 420 420 420 420 420 889 990 904 868 1029 888 2.1 2.4 2.2 2.1 2.5 2.1 2.2

前期 20 20 20 20 20 25 41 37 27 38 40 47 2.1 1.9 1.4 1.9 2.0 1.9 1.8
後期 10 10 10 10 10 5 31 24 18 31 23 22 3.1 2.4 1.8 3.1 2.3 4.4 2.9

30 30 30 30 30 30 72 61 45 69 63 69 2.4 2.0 1.5 2.3 2.1 2.3 2.1
550 550 550 550 550 550 1234 1311 1277 1207 1354 1179 2.2 2.4 2.3 2.2 2.5 2.1 2.3

平均
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ホーム > ⼤学紹介 > 広報 > トピックス⼀覧 > 3年ぶりにオープンキャンパスを対⾯開催

年を選択

Tweet

2022.08.10

オープンキャンパス2022を、7⽉30⽇（⼟）はオンライン形式で、31⽇（⽇）は実に3年ぶりとなる対⾯形式で開催しました。2⽇
間を通して、学⻑メッセージ、⼊試アドバイザーによる⼤学紹介、課程専攻コースの紹介、卒業⽣からのメッセージ、クラブ・サーク
ルの紹介をオンデマンドで配信し、オンライン・対⾯併せて約4,000⼈が参加しました。

30⽇（⼟）は、課程・専攻・コース別の全体説明会、ライブでの模擬授業、⼊試アドバイザーによる個別相談会など、双⽅向コ
ミュニケーションのプログラムを実施しました。

31⽇（⽇）は、対⾯での模擬授業や専攻・コース別の個別相談会のほか、保護者のための講座、学⽣によるキャンパスツアーなど
を実施しました。また、学⽣オーケストラによるミニコンサート、クラブ・サークルによる演劇やダンスなどのパフォーマンスも披露
され、多くの⾼校⽣らが⾜を運びました。

 参加者からは、「学⽣の⽣の声や学⽣⽣活、受験に向けてのアドバイスなどもあり、とても分かりやすかったです。⼊学したい気持
ちがより⾼まりました」「実際に⼤学に⾏って、模擬授業に参加するなどの体験や⾒学ができる内容でしたので、娘にとって貴重な体
験となったようです」などの感想が寄せられました。

 なお、⼊試アドバイザーによる個別相談会は引き続き実施しており、⼤学ウェブページから申込可能です。

キャンパス案内をする学⽣スタッフ 家政教育コースの模擬授業の様⼦

保護者のための講座の様⼦ ミニコンサートの様⼦

本⽂へ

3年ぶりにオープンキャンパスを対⾯開催

⼤学紹介

学⻑からのメッセージ

⼤学運営

広報

トピックス⼀覧

トピックスバックナンバー
（2011年〜2020年）

プレスリリース

メディア掲載情報

イベント

Close Up︕⼤教

校章・ロゴマークについて

SNS・ブログ・パンフレット
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全国の公⽴⼩学校・中学校・義務教育学校教員の採⽤選考試験状況
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 52,161 51,197 47,661 44,710 43,448
採⽤者数 15,017 15,935 17,029 16,605 16,440
倍率 3.5 3.2 2.8 2.7 2.6
受験者数 57,564 54,266 49,190 45,763 44,105
採⽤者数 7,750 7,988 8,650 9,057 10,049
倍率 7.4 6.8 5.7 5.1 4.4

⽂部科学省「令和3年度公⽴学校教員採⽤選考試験の実施状況について」

近畿地⽅の公⽴⼩学校・中学校・義務教育学校教員の採⽤選考試験状況
近畿地⽅計
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 10,555 10,189 9,689 8,982 9,073
採⽤者数 2,507 2,492 2,505 2,346 2,393
倍率 4.2 4.1 3.9 3.8 3.8
受験者数 10,244 9,483 8,704 8,074 8,097
採⽤者数 1,482 1,193 1,276 1,427 1,653
倍率 6.9 7.9 6.8 5.7 4.9

滋賀県
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 758 713 731 617 634
採⽤者数 223 209 224 223 235
倍率 3.4 3.4 3.3 2.8 2.7
受験者数 712 730 698 632 580
採⽤者数 122 120 115 121 120
倍率 5.8 6.1 6.1 5.2 4.8

京都府
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 617 597 554 512 486
採⽤者数 157 121 137 164 135
倍率 3.9 4.9 4.0 3.1 3.6
受験者数 584 555 557 502 527
採⽤者数 65 52 86 112 116
倍率 9.0 10.7 6.5 4.5 4.5

京都市
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 695 672 554 585 635
採⽤者数 159 156 137 149 160
倍率 4.4 4.3 4.0 3.9 4.0
受験者数 695 666 557 570 612
採⽤者数 59 63 86 79 93
倍率 11.8 10.6 6.5 7.2 6.6

⼤阪府
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 2,304 2,130 1,932 1,800 1,706
採⽤者数 617 558 513 430 473
倍率 3.7 3.8 3.8 4.2 3.6
受験者数 2,885 2,460 2,062 1,866 1,830
採⽤者数 471 279 292 286 365
倍率 6.1 8.8 7.1 6.5 5.0

⼤阪市
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 999 1,024 1,107 1,059 1,194
採⽤者数 207 322 463 409 434
倍率 4.8 3.2 2.4 2.6 2.8
受験者数 897 830 839 818 1,003
採⽤者数 118 125 134 205 327
倍率 7.6 6.6 6.3 4.0 3.1

⼩学校

中学校

中学校

中学校

⼩学校

中学校

⼩学校

中学校

⼩学校

⼩学校

中学校

⼩学校

中学校

⼩学校
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堺市
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 554 445 406 349 370
採⽤者数 101 101 82 78 58
倍率 5.5 4.4 5.0 4.5 6.4
受験者数 466 431 373 340 322
採⽤者数 60 46 51 52 35
倍率 7.8 9.4 7.3 6.5 9.2

豊能地区
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 404 443 441 405 369
採⽤者数 89 118 90 117 112
倍率 4.5 3.8 4.9 3.5 3.3
受験者数 287 321 325 335 294
採⽤者数 40 29 34 49 46
倍率 7.2 11.1 9.6 6.8 6.4

兵庫県
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 2,238 2,150 1,947 1,769 1,817
採⽤者数 426 417 319 337 390
倍率 5.3 5.2 6.1 5.2 4.7
受験者数 1,561 1,476 1,446 1,322 1,328
採⽤者数 247 222 205 239 258
倍率 6.3 6.6 7.1 5.5 5.1

神⼾市
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 703 821 869 813 771
採⽤者数 170 165 200 133 105
倍率 4.1 5.0 4.3 6.1 7.3
受験者数 758 836 776 739 700
採⽤者数 106 108 88 76 88
倍率 7.2 7.7 8.8 9.7 8.0

奈良県
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 806 725 661 602 601
採⽤者数 160 165 146 120 117
倍率 5.0 4.4 4.5 5.0 5.1
受験者数 711 583 513 485 436
採⽤者数 103 82 97 106 101
倍率 6.9 7.1 5.3 4.6 4.3

和歌⼭県
学校種 年度 H29 H30 R1 R2 R3

受験者数 477 469 487 471 490
採⽤者数 198 160 194 186 174
倍率 2.4 2.9 2.5 2.5 2.8
受験者数 688 595 558 465 465
採⽤者数 91 67 88 102 104
倍率 7.6 8.9 6.3 4.6 4.5

⼩学校

中学校

⼩学校

中学校

⼩学校と中学校の試験区分を⼀部分けずに採⽤選考を⾏っている県市の受験者数は、中学校の受験者数に含んでいる。

⼩学校

中学校

⼩学校

中学校

⼩学校

中学校

⼩学校

中学校
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